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和歌山県田辺湾におけるギンカクラゲPorpita pacifica

(盤クラゲ目,ギンカクラゲ科)の冬季の異例な漂着
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Shin Kubota and Hidetomo Tanase : Exceptional winter strandings ofPorpita pacifica

(Chondrophora, Porpitidae) in Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, Japan

は　じ　め　に

ギンカクラゲPorpitapacifica Lessonは,帆走性のヒ

ドロクラゲ類の一種で,普段は海面を探流している。本

種は暖海の外洋性種で,南風の連続した吹送によりわが

国の太平洋沿岸にしばしば漂着する。しかし,冬季の皐

越した季節風は北風なので,はるか沖合いを漂流し,袷

岸-の打ち上げは見られない(久保田, 2003a)c　和歌山

県田辺湾岸における久保田の2000年3月から2004年2

月までの漂着クラゲ榊の調査期間中,ギンカクラゲは5

月から11月にかけてのみ漂着した(久保田, 2003b;

2004)。ところが,その後の2007年2月28日までの本種

の漂着の継続調査中に,異例の冬季漂着が2006年12月

下旬に複数L=l見られた。この稀な記録とLu名瀬が過去に

得ていた本種の冬季の漂着記録をあわせて報告する。

1. 2006年と2001年の冬季の記録

2006年12月の22日と27巨‖こ1個体ずつ(盤の直径は

20 mm, 28 mm),京都大学瀬戸臨海実験所北浜への漂着

が久保田により確認された(図1)。一方, 2001年12月

13日に岡場所で16個体(盤の直径:最大51.2mm,最小

9.6mm)の漂着が田名瀬により確認されていたが,この

漂着は久保田(2003b)の報告中にはなかったので,ここ

に記録する。

2. 2000年以前の冬季の記録

わずかに3回の遭遇が田名瀬によりなされた。瀬戸臨

海実験所北浜へ1989年1月に, 8日に3個体が, 20日に

数百個体が漂着した。また,同場所に1992年12月8口

に約70個体が漂着した。

図1　2006年12月22日と27日に瀬戸臨海実験所北浜(和歌山県白浜町)に漂着したギンカクラゲ(山口-一夫氏撮影)

Fig. 1. Porpita pacifica stranded on December 22 and 27, 2006, on Kitahama beach at the Seto Marine Biological Laboratory,

southern shore of Tanabe Bay, Wakayaraa Prefecture, Japan (photo: Kazuo Yamaguchi)
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以上の記録により,京都大学瀬戸臨海実験所北浜に

は,冬季の12月や1月にも,稀ではあるが,帆走性のギ

ンカクラゲが漂着することもあり,通常は少数個体であ

るが,時として盤の直径が50mmを超える大型個体も含

めて,数百個体もの多数が記録されることがある。しか

し,本種が巌冬期の2月と3月に北浜などへの田辺湾周

辺海域に漂着した記録はまだない。

上記のような漂着は,冬季の紀伊半島への黒潮の接近

とそれに関連したギンカクラゲの紀伊水道への運搬,そ

してその後の風向により,今回の報告のような田辺湾内

の海岸への稀な漂着事象が生じるものと推察される。

なお,本種と同様の年活史を送っている帆走性のカツ

オノカンムリ　VellelavellelaLinnaeusやカツオノエポシ

physaliaphysalis Linnaeusの場合にも, 2000年3月以降

2007年2月28日までの久保田の調査期間中, 12月から

3月までの期間中に北浜への漂着が見られず,本種とほ

ぼ同様の時期に漂着記録がなされている(久保田,

2003b, 2004)c
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Summ ary

Porpita pacifica (Chondrophora, Porpitidae) is rarely

found stranded in December and January on Kitahama beach

at the Seto Marine Biological Laboratory, on the southern

shore of Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, Japan Such

winter strandings have been recorded in 1989, 1992, and

2001, along with the most recent record on December 22 and

27, 2006.


